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外部トレーナーの遠隔指導によるトレーニング実践の主観的効果と課題
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［目的］大学スポーツ系部活動においては多くの場合、専属のS＆Cコーチを雇うことは難しい。

そのため外部委託によりトレーニングプログラムを作成してもらい、学生トレーナーの指導の

もと、そのプログラムをチームが実行するという形がしばしば見受けられる。本研究は、同様

な形でトレーニングを実行している大学女子バスケットボール部を対象とし、その主観的トレ

ーニング効果の有無や課題を明確にすることを目的とした。

［方法］調査対象は大阪体育大学女子バスケットボールチーム全員（37人）とした。本チーム

は平成24年までは学生スタッフがトレーニングプログラムを作成、指導していた。しかし、

平成25年2月からはJATI-AATIの資格を持つ外部トレーナーのプログラム作成や遠隔指導によ

りトレーニングを実行し10月22日にアンケート調査を行った。トレーニングをする過程で4回

外部トレーナーが大学を訪問し、トレーニング技術や内容に関する講義を行った。アンケート

の調査項目は、1）昨年と比較したトレーニングに対するモチベーションの高さ、2)トレーニ

ングに対するモチベーションの低下の有無やその時期、3)プレーへのトレーニング効果の有無、

4)効果が出たプレーの種類、5)遠隔指導のメリットとデメリット、の5項目とした。

［結果］調査の結果、ほぼ全員が昨年よりモチベーションが高かったと回答した。その理由と

しては、「トレーニングの意味が理解できた」「トレーニング目標を明確化できた」「トレーニ

ング効果が実感できた」というものもが多かったものの、外部トレーナーの存在やプログラム

に対する「新しさ」が理由という回答もあった。モチベーションは特にレギュラー選手におい

て、主に疲労が原因で試合期に下がる傾向が目立った。プレーへの効果においては「シュート・

パスの遠投力」（12名）や「相手に競り勝つ体幹の安定性」（15名）が向上したという回答が

最も多かった。また、「次の外部トレーナーの講習会まで目標を達成しようと頑張れる」「自分

たちで指導しあい、意識を高めあうことができる」など、遠隔指導が逆にモチベーションや自

主性の向上に繋がることをメリットとする回答が計17名と、最も多い結果となった。一方、「個

別化や状況に応じたプログラム作成が難しい」「細かい技術指導が受けられない」という意見

がデメリットとして挙げられた。

［考察］外部トレーナーの遠隔指導により大学スポーツチームがトレーニングを行う形は、選

手に対して一定の満足感やトレーニング効果を生み出すことが明らかとなった。しかし、今回

は遠隔指導への「新しさ」がモチベーションにつながったという回答もあり、今後トレーニン

グへ高いモチベーションを継続させていくためには「トレーニングの意味の理解」や「目標の

明確化」などを徹底する選手への教育体制を充実させることが重要課題だと考えられる。指導

の個別化や状況に応じたプログラムの提供は外部トレーナーによる遠隔指導の今後の課題であ

る。しかし、遠隔指導のメリットとして挙げられた「トレーニングに対する選手の自主性」の

育成を促す対策も、十分なトレーニグ効果を生み出すうえでは重要であると考えられる。

［現場への提言］遠隔指導という形で大学スポーツチームにトレーニグプログラムを提供する

場合、チームスタッフや選手への教育体制や連絡体制を確立することは、選手に十分なトレー

ニング効果を生み出すことや状況に応じたプログラムを提供するためには重要である。


